みんなの力で子供たちを学校へ行かせよう
長期的な情報発信をしよう

四川大地震への支援活動
東京視点 http://tv.people.ne.jp 
みなさん、こんにちは、東京視点の可越です。

2008年5月12日、中国西南部の四川省でマグニチュード8.0の地震が発生しました。震源地は、人口1200万人以上が暮らす四川省の省都・成都から93キロ離れたブン川県あたりでした。地震発生から3週間が経ち、現在は死者6万8千人以上、行方不明者は2万4千人、36万6千人以上の負傷者が出ています。更に5000万人近くの人たちは避難生活が続いています。
とりわけ今回は学校の崩壊が凄まじいです。7000棟近くの学校は今回の地震で崩壊しました。子供の死者数は負明ですが、親を亡くし、生き残った子供たちのケアと今後の教育が大きな課題となっています。
そこで東京視点では、以下の二つの活動を考えています。
１．「みんなの力で被災者の子供を学校へ行かせよう」寄付活動
中国赤十字の調べで、一人の子供は年間1500人民元（約25000円）があれば学校へ行けます。赤十字から孤児のリストが出た段階で、東京視点の名義で3年間顔が見える形で孤児への支援をする予定です。
一人でも多くの子供が学校へ行けるように、ご賛同をお願いします！
三菱東京UFJ銀行　本郷支店   普通　５２６５６４５　　

口座名義　　トウキョウシテン

　２．東京視点としての長期的な情報発信
災害は長期的なケアを必要とします。そこで、復興に必要な情報を日本語から中国語に翻訳し、発信するサイト（ブログ等）の設置をプランします。
1 被災体験者／復興支援経験者のインタビュー
2 映像による中国への声援メッセージ
3 日本の震災復興の経験や地震対策のノウハウの伝達
★協力スタッフ募集★

これから私たちと一緒に活動できるメンバーを募集します。翻訳、情報収集、取材などができる方が必要です。また今の段階で何ができるか分からないが、関心がある方も、ぜひ、ご連絡ください。
　
